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未然予防 

対  応 

評  価 

再発防止 

【 日常の行動 】 
○生徒の健康状況の把握 

○生徒・保護者との信頼関係の構築 

○健康・安全指導の徹底 

○各種備品の安全点検 

○講習・研修・訓練実施 

【 マニュアル作成 】 
○最悪のケースを想定する 

○必要な対応、手順を明示する 

○関係機関等の連絡先を明示する 

○関係機関等から助言を得る 

危機管理の必要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の危機管理は、学校教育活動は言う
までもなく、学校生活全般にわたって発生
する可能性を持つ事件や事故への対応策
である。 
危機管理のねらいは、生徒の命と人権を

守り、安全を確保することである。そのた
めには、平素から緊急事態を想定し、危機
管理マニュアルを確認し合って、全教職員
が一丸となって被害を未然に防ぐ。万一の
場合、被害を最小限にとどめる。 

危機管理の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○危機に対する感性を磨いて、危機の兆候
を積極的に察知する。 

○迅速かつ的確に対処することが可能な
体制を整備する。また、研修や訓練をと
おして危機管理に関する意識や資質の
向上を図る。 

○危機発生時、教職員は生徒等の生命及び
身体の安全確保を最優先し、迅速かつ的
確に対応し、生徒等への影響をできる限
り少なくする。 

生徒･教職員に関する事故 自然災害・人災 

○不登校 ○いじめ ○自殺(予告) 

○病気 ○薬物乱用 ○伝染病 

○病気 ○けんか ○服装等の乱れ 

○凶器携帯・窃盗万引き ○携帯電

話から誘発される問題 ○差別 

○教師の不祥事 ○セキュリティー

漏れ ○著作権 

○地震 ○火災 ○大雨、洪水、大雪

警報 ○噴火 ○誘拐・失踪 ○授

業中・クラブ練習、試合中の事故 ○

学校行事の事故 ○校外学習中の事

故 ○登下校中の事故 ○不審者 

○テロ ○食中毒 

 

 

 

 

日 

常 

の 

ポ 

イ 

ン 

ト 

①「本当にこれで大丈夫だろ

うか」という意識を持って

教育活動や事務に取り組

み、疑問に思ったら躊躇せ

ず校長等に報告する。 

②職場で困難な問題やトラ

ブルが発生したら、決して

一人で抱え込むことはせ

ず、管理職又は各部各学年

主任等に相談し解決を図

る。 

③常日頃から､｢報連相｣を徹

底し､｢迷ったら報告｣｢取

りあえず第一報｣｢悪い情

報ほど早く｣を実践する。 

 

 

 

 

緊 

急 

時 

の 

対 

応 

重大な危機が発生した場

合、指揮系統を明確にし、情

報収集や対応の決定等を迅

速に行うために危機対策本

部を設置する。 

①対策本部には、本部長（校

長）、副本部長（教頭）及び

本部員（事務長・関係教職

員、各部主任等）をおく。 

②対策本部には、総括班、生

徒班、記録班、報道班等を

設置する。 

③事故現場があり、応急対策

を迅速かつ的確に実施す

るために必要な場合は、現

地対策本部を設置する。 

事故発生 

現場対応 

報告・連絡 

対策本部 

情報収集 

対策検討 

情報提示 

対策実施 

継続対応 

事件解決 

 

事件対応の流れ 

再発防止 

 

学校危機管理の基本方針 
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救急車  誘導 

 

 

 

搬送  付添 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎事態や状況の把握 
◎近くの職員への協力要請 
◎負傷者の症状の確認 
（意識、心拍、呼吸、出血等） 

◎心肺蘇生などの応急手当 

発 見 者 

 

 

◎発生の事態や状況の把握 
◎緊急事態発生の通報 
◎救援、事故の記録 

近くの教職員 

 

 
 
◎負傷者等の把握 

◎症状の確認 

◎応急処置 

◎心のケア 

養護教諭 

保健主事 
 

◎事態の把握 
◎防御、救援、避難・誘導 
◎避難場所での安全確保 
◎連絡・報告（定期連絡会） 
◎経過記録の作成 
◎指導経過の整理 

教職員 

救 急 車 

出動要請 

警察署･消防

署出動要請 

保 護 者 

連   絡 

教育委員会 

連  絡 

 

担任・生徒指導主事等 

警察署 

事件事故現場 

医療機関 

処 置 

救 急 車 

出動要請 

指示 指示 

報告 報告 

通報 

急行 

逐次状況報告 

《 避 難 》 
□授業中 
移動・点呼＝授業教員 
誘導・救護＝授業ない教員 

□休み時間等 
移動・点呼＝担任 
誘導・救護＝他の教員 

□行事 
移動・誘導・点呼＝担任 
救護＝他の教員 

□放課後・休日 
クラブは顧問 
他の生徒は在校職員 

緊急対策本部 ＜校長室＞ 

本部長：校長  副本部長：教頭 

本部員：事務長、教務主任、生徒指導主事、 

学年主任、養護教諭、教育相談係、スクール 

カウンセラー 等 

急行 

急行 

複数 

急行 

救急 

補助 

①安全確保・生命維持最優先 

②冷静で的確な判断と指示 

③適切な対処と迅速正確な連絡 

重大な事件・事故発生時の連絡・連携体制 

事件事故発生 

 

救 護 活 動 指 令 
◎負傷者等の全容把握 
◎健康状態の把握 
◎心のケア 

情 報 の 収 集 ･ 整 理 
◎事件事故の概要と課題 
◎生徒の様子 
◎保護者・関係者等の意見 

外  部  の  対  応 
◎記録・連絡・報告等 
◎緊急 PTA役員会･保護者会 
◎報道機関との対応 
◎教育委員会との対応 

教  育   再  開 
◎実態に即した指導計画作成 
◎指導体制の整備 

再 発 防 止 対 策 
◎安全管理の充実 
◎マニュアルの見直し 
◎安全教育の充実 

緊急対策本部 

 

◎事態の把握と判断 
◎緊急対応及び指示 
◎緊急対策本部の設置 
◎緊急職員会の招集 
◎対応方針の決定 

校長(教頭) 
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学校危機対応マニュアル 下高井農林高等学校 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 自然災害 
○ 生徒に関する事故 
○ 教職員に関する事故 
○ 施設設備に関する事故 

●生徒の生命・安全第一、素早い対応・誠意ある対応・人権に対する配慮 
●たぶん大丈夫は厳禁!! → 迅速に職員・関係機関・保護者へ連絡 
●記憶が新しいうちに、詳細な記録(時系列)を残す 

担任・顧問・係・事務・各職員 

[確認] ５Ｗ１Ｈ、相手連絡先等 ※緊急時状況連絡記録簿 

飯山日赤病院     0269-62-4195 
北信総合病院     0269-22-2151 
木島平クリニック   0269-82-1616 
木島平診療所     0269-82-2143 
芳川歯科医院     0269-82-2055 

岳北消防署       0269-62-0119 

飯山警察署       0269-62-0110 
木島平村警察官駐在所 0269-82-4137 

新日本警備       026-226-7660 

緊急時は勤務先へ（担任・顧問・係） 

初動対応 

発見・通報の受理 

事件･事故の発生 

緊急職員会議・危機対応班別係会・学年会等 

◎ 事件事故の状況説明・原因究明 

◎ 関係生徒・保護者対応       報告書提出（担任・係 → 教頭・事務長 → 校長） 

◎ 関係機関対応       

◎ 全校生徒指導・ＰＴＡ対応（全校集会･学年集会･ＬＨＲ･緊急ＰＴＡ役員会･緊急保護者会） 

◎ 報道機関対応（校長・教頭） ※窓口一本化、事実を正確に、誠実な対応、人権･個人情報保護 

初期対応 

管理下・管理外 

飯山観光ハイヤー   0269-63-3232 

※クラス・クラブ緊急連絡網 
(担任・顧問・教務室常備) 

◎ 校内連絡 校長(200)､教頭･教務室(205)､事務室(201)､生徒指導(411)､保健室(212)､担任 

◎ 緊急対策本部設置(チーム編成) [別紙] ※夜間･休日：職員緊急連絡網 (職員・教務室常備) 

◎ 応急対応 安全！ 応急処置、救急車出動要請･付添(校内電話 0-119)、AED使用等 

◎ 状況把握 正確！ 事情聴取、現場確認（担任･顧問･係）※複数体制･人権安全配慮 

◎ 緊急連絡   家  庭  

  迅速！    医療機関  

          

          

         消防機関  

         警察機関  

            

         警備会社  

         タクシー  
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下高井農林高等学校 

TEL：0269-82-3115 

FAX：0269-82-1813 

◎ 事後処理     災害給付の手続き（独立行政法人日本スポーツ振興センター：学校賠償責任保険） 

          責任問題への対応 

◎ 心のケア     健康観察、相談体制の強化 

◎ 再発防止     安全教育の見直し 

          安全管理の徹底 

          （全校集会・ＬＨＲ・ＰＴＡ集会・地域啓発・職員研修など） 

中･長期対応 


